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2003年壼 基礎義計 学義ま試験聞饉(7月 ,3日睾憶、担当倉日博史)

注意事項こ

1.電車のみ持込可゛調散電車も認めるが、Jla計算機能やプログラミング機能を縮いてはならないぅ
2.自 然対数の感 cが必要なときは.● 書2.7で計算0こ と.

3.鮮答に至るプロセスも記述すること。
4.計算過程で■求 が現れた場合は適当に回捨五人してよい。

3.敷妻は割に凛議する。

蘭1 以下の各目:二答えよ。

(1)小学校 6年生男子の身長は、平均 16.2clm、 標華僣差7.1-の工規分布で表されることが知られてい
る.150om以下の男子の割合を求めよ.

(摯)小学校6年生女子の身長は、平均 1位儀猥、標準傷菫6.3mの正規分布で表されることが知られて,ヽ

う。無作為に9人を通ぶとき、9人の身彙の平均が 145c諄 以上 螂軟凰以下となる凛率を求めム.

431連続聾議事壼散X●凛率密度関彙′(壺)が次式のように与えられている.

このとき、EIX)、 3(χヨ
)と分散 y(■

)を求めよ
`

f4}定義を述べよ,(各項目につき1,2行でよい
)

(キ1)不

“

推定彙i

(4‐21領競検定における第1種の餞りi

(■3)2つの事皐 A、 澪が独立であること.

齋2 32臓のマウスを10匹ずつA洋、B群に分け、A群のマクスには生ピニナッツを与えLE群のマウ
スには織きピーナップを与えて飼育しも一定第間後に体重 (gIを詢定したところ次のデータが得られた :

本群 1 61 ∞ … {中期 ,,,64

B諄 : 綿 35・・・(中 l囀・・・ 02

各群り轟本平均と標本不督分散め債は

,  Aヨ襲 ll二 轟
=越

ュ義毒59,9,罐 =薇≒Σ鯉1(義 ―■)2_21.1:
B群 : 7=島

=度=4--5ユ

8, 4=鶴論Σl塁1{Xい ま)2お |.4

であつた.A群の標本 Xt・・H,X16と B群め鞣事 yl・ 。_,vl.は それぞれ正規母集風Ⅳ(μl,く).Ⅳ (ル ,σ3)
からの無作議標本と仮定出来るものとする。以下の各間に答えよ。

(1)A球の母平均μ二|こ関する信頼係数0,900償績甦間を作れ

(2〕 A群0母分散ィ に関する信頼係数0,"め信頼区間を作れ

{3)帰蕪僚議FO:罐 =罐 を対立慎難 Il:罐 >●
・
2に対して有意水準住05で雛 せよ。

(41(帥間の結果に中わらず)母分散に関して●it=Frが成立するものとして、帰無傾職FOl μl‐ 臓 を対
立鷲説EL:μュ>ル に対して有意水準at15で検定せよ.
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